
メルロ＝ポンティ・サークル 第 15 回 大 会

プログラム

＊ メ ル ロ ＝ ポ ン テ ィ ・ サ ー ク ル で は 、 下 記 の 要 領 で 第 15 回 大 会 を 立 命 館 大 学 に

て 開 催 い た し ま す の で 、 ご 案 内 申 し 上 げ ま す 。

大 会 ：９月 ２０日 （日 ）

会 場 ：立 命 館 大 学 大 学 衣 笠 キャンパス 末 川 記 念 会 館 末 川 講 義 室

10:00-10:45 メルロ＝ポンティにおける言 葉 の創 造 性

山 倉 裕 介 （ 京 都 大 学 ）

10:45-11:30 ﾐﾆﾏﾙ･ｱーﾄ批 評 におけるメルロ＝ポンティ知 覚 論 の影 響

河 合 大 介 （ 成 城 大 学 ）

以 上 司 会 ： 廣 瀬 浩 司 （ 筑 波 大 学 ）

11:30-12:15 政 治 の病 理 学

澤 田 哲 生 （ 日 本 学 術 振 興 会 特 別 研 究 員 （ 東 京 大 学 ） ）

昼 食

14:00-14:45 フェミニズム教 育 学 へむけた身 体 性

福 士 侑 生 （ 立 教 大 学 ）

以 上 司 会 ： 阿 部 文 彦 （ 早 稲 田 大 学 ）

14:45-15:00 ビジネス・ミーティング

シンポジウム 「メルロ＝ポンティとフェミニズム」

司 会 ： 河 野 哲 也 （ 立 教 大 学 ）

15:10-15:50 自 然 としての身 体 、文 化 としての身 体

斉 藤 瞳 （ 日 本 大 学 文 理 学 部 人 文 科 学 研 究 所 ）

15:50-16:30 見 られるということ―女 性 の身 体 から考 える『見 られ』の問 題

宮 原 優 （ 首 都 大 学 ）

16:30-17:10 社 会 ・身 体 ・両 義 性 (Live Messenger での発 表 )

谷 口 純 子

17:20-18:30 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

18:45～ 懇 親 会
か い ふ う

海 風 (075-467-1173) 4000 円 程 度



シンポジウム 提 題 概 要

齋 藤 瞳 「自 然 としての身 体 、文 化 としての身 体 」日 本 大 学 文 理 学 部 人 文 科 学 研 究 所

フ ェ ミ ニ ズ ム は 、 権 利 や 自 由 な ど に 関 す る 男 女 間 の 不 均 衡 に つ い て の 批 判 的 分 析 、 お

よ び 男 女 平 等 と い う 理 念 に 基 づ い た 女 性 の 社 会 参 加 の 権 利 の 要 請 を 行 う 運 動 で あ る 。 文

献 上 フ ェ ミ ニ ズ ム と い う 語 が 現 れ た の は 1 8 9 5 年 が 初 め と さ れ る が 、こ れ よ り ず っ と 以 前 、

紀 元 前 6 世 紀 に サ ッ フ ォ ー が 開 い た 女 学 校 に そ の 源 を 遡 る こ と が で き る ほ ど 、 フ ェ ミ ニ

ズ ム の 歴 史 は 長 い 。 し か し 本 シ ン ポ ジ ウ ム で は 、 長 き に わ た り 思 索 が 重 ね ら れ た フ ェ ミ

ニ ズ ム の 理 論 を 網 羅 的 に 扱 う こ と は し な い 。 ま た 、 提 題 を 通 じ て 、 な ん ら か の 政 治 的 主

張 を 行 う 予 定 も な い 。 本 シ ン ポ ジ ウ ム の 各 提 題 者 が 共 通 し て 着 目 す る の は 、 フ ェ ミ ニ ズ

ム の 思 想 家 た ち が 「 女 」 に つ い て の 認 識 を 検 討 す る な か で 、 常 に 身 体 性 を 考 察 の 中 心 の

ひ と つ と し て き た と い う 点 で あ る 。 特 に 本 発 表 で は 、 「 女 の 身 体 」 と は 自 然 的 事 実 な の

か 、 あ る い は 社 会 的 構 築 物 な の か を 巡 る 問 題 に 焦 点 を 絞 る 。 そ れ ぞ れ の 立 場 か ら の 考 察

の な か に は 、 メ ル ロ =ポ ン テ ィ の 身 体 論 に 言 及 し て い る も の も 少 な く な い 。 本 発 表 で は 、

こ う し た 指 摘 を 取 り 上 げ 、フ ェ ミ ニ ズ ム の 二 者 択 一 的 な 身 体 論 を メ ル ロ =ポ ン テ ィ の 身 体

論 の 立 場 か ら 検 討 す る 。

宮 原 優 「見 られるということ―女 性 の身 体 から考 える『見 られ』の問 題 」首 都 大 学 東 京

フ ェ ミ ニ ズ ム が 行 っ て き た 女 性 の 身 体 に つ い て の 考 察 は 、 何 か し ら 身 体 に つ い て 、 あ

る い は 受 肉 に つ い て 、 今 ま で 見 過 ご さ れ て き た よ う な 側 面 を 気 づ か せ て く れ る の で は な

い だ ろ う か 。 そ の 側 面 の ひ と つ と し て 、 本 発 表 で は 「 見 ら れ る 」 身 体 を 取 り 上 げ る 。 確

か に メ ル ロ =ポ ン テ ィ は「 見 ら れ る 」こ と に 関 す る 分 析 や 考 察 に 多 く の 紙 面 を 費 や さ な か

っ た 。 し か し 、 『 知 覚 の 現 象 学 』 の 中 で 非 常 に 示 唆 に 富 ん だ い く つ か の 言 葉 を 残 し て い

る 。メ ル ロ =ポ ン テ ィ お よ び フ ェ ミ ニ ズ ム 的 観 点 を 手 掛 か り に し つ つ 、「 見 ら れ る 」と い

う こ と が 身 体 の 在 り 方 に 変 容 を も た ら す と い う 点 を 、 さ ま ざ ま な 文 学 作 品 を 分 析 す る こ

と で 提 示 す る 。

谷 口 純 子 「社 会 ・身 体 ・両 義 性 」（Live Messenger での発 表 ）

ア ル コ ー ル 依 存 症 、薬 物 依 存 症 な ど に 代 表 さ れ る 嗜 癖（ addiction）の ひ と つ と し て 摂

食 障 碍 が あ る 。摂 食 障 碍 の 原 因 と さ れ る 自 己 の 身 体 に 関 す る 認 知 の 歪 み は 、メ ル ロ =ポ ン

テ ィ が 「 幼 児 の 対 人 関 係 」 で 取 り 上 げ た 両 価 的 認 知 傾 向 が 深 く か か わ っ て い る と 解 釈 さ

れ る 。 し か し ま た 、 メ デ ィ ア が 発 信 す る 情 報 が 、 あ る 種 の 社 会 的 規 範 と し て 個 人 の 身 体

に 働 く こ と で 障 碍 が 誘 発 さ れ る と の 解 釈 も あ る 。摂 食 障 碍 と い う 病 理 現 象 は 、認 知 傾 向 、

身 体 認 知 そ し て 社 会 的 規 範 の 内 在 化 が 交 差 す る と こ ろ に 生 じ る 現 象 だ と 考 え ら れ る 。 本

発 表 で は 、摂 食 障 碍 に 関 す る 病 理 学 的 、社 会 学 的 お よ び フ ェ ミ ニ ズ ム 的 解 釈 を 取 り 上 げ 、

病 理 と 認 知 、 社 会 的 規 範 そ し て 身 体 と の 関 係 を 考 察 す る 。



会 場 案 内

末 川 記 念 会 館

※ 詳 し く は 立 命 館 大 学 の ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 下 さ い 。
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